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Q１ 家計について、「特に負担に感じている」「実際
に節約・切り詰めている」費目を「２つ以内」選
んでください。

(a)特に負担に感じている（上位５まで）

①住宅関係費（８人） ②食費（７人） ③税金・

社会保険料（６人） ④子どもの教育費（５人）

⑤水道・光熱費（４人）

(b)実際に節約。切り詰めている（上位５まで）

①教養・娯楽費（10人） ②食費（8人） ③被服費

（８人） ④水道・光熱費（５人）⑤住宅関係費（２人）

Q２ 生活実感はどれに該当しますか。

①やや苦しい（９人） ②まあまあだ（8人） ③やや

ゆとりがある（５.人） ④かなり苦しい（１人） ⑤か

なりゆとりがある（０人）

Q３ 月額いくらの賃上げを要求しますか。

①１万円（６人） ①５万円（６人） ③３万円（４.人）

④５千円（３人） ④２万円（３人）⑥４万円（２人）

Q４ 教職員の賃金決定にあたり、重視すべきことは何
か「２つ」選んでください。

①職務内容（１６人） ②個人の能力・知識（７人）

③経験や勤続年数（６.人） ④成果・実績（４人）

④組織への貢献度（４人）⑤生計費（２人）⑤民間企

業の動向⑦個人の努力（１人）

Q５ 査定昇給など、評価結果の賃金リンクが進んでい
ますが、どのように考えますか。

①反対（１２人） ②分からない（９人）

③賛成（１.人）

Q６ 直近の１ヶ月で実際にどのくらいの時間外勤務を
しましたか。

①50～60h未満（６人） ②６０～８０h未満（５人）

③２０～30h未満（３.人）④１０h未満（２人）

④１０～２０未満（２人）④４０～５０ｈ未満（２

人）④１０0hi以上（２人）⑧残業時間なし(１人）

⑧２０～３０ｈ未満（１人）

Q７ 最近のあなたの働き方について、どのような不安
んを感じますか。

(a)今の働き方が続くと、身体がもたないかもしれ

ない

２０２２年１２月１２日

①強く感じる（１１人） ②やや感じる（８人）

③あまり感じない（４人） ④まったく感じない

（１人）

(ｂ)今の働き方が続くと、心の病になるかもしれな

い

①強く感じる（３人） ②やや感じる（１２人）

③あまり感じない（６人） ④まったく感じない

（３人）

Q８ 早朝・放課後、土・日曜日の部活動について、負
担を感じますか。（担当している場合のみ）

①強く感じる（６人） ②やや感じる（０人）

③あまり感じない（１人） ④まったく感じない

（１人）

Q９ 退職年齢が６５歳になることにかかわって、以下のよ

うな不安を感じますか。

①身体的に続けられるか不安（５人）

②賃金が７割に減って生活ができるか不安（６人）

③いずれも感じる（８人）

Q１０ 今の仕事や職場について、特に不満や不安に感
じることを３つ選んでください。

①人手が足りない（１９人）

②労働時間が長い（１０人）

③仕事がきつい（９人）

④技術・経験が継承されていない（７人）

⑤休暇が取れない（６人）

⑥ただ働きがある（５人）

⑦同僚・管理職との人間関係（４人）

⑧賃金が安い（２人）労働条件が守れていない（２人）

⑩退職金が少ない（１）成果・能力主義が強まっている

（１）会議が多い（１）人事評価制度の機能不全（１）

Q１１ 政府に対する要求に関して、最も重視する課題
を３つ選んでください。

①医療・介護・保育の充実（１３人）

②長時間の解消、労働安全衛生強化、裁量労働制の拡大反

対（１２人）

③憲法改悪反対・戦争法廃止など平和と民主主義の養護、

核兵器会絶、辺野古新基地建設反対、米軍基地撤去（９）

④返済不要の給付制奨学金の拡充、教育費無償化拡大、

２０人以下学級の実現、民主的な教育の実現（８人）

⑤景気・物価対策・中小企業振興（６人）年金・生活保護

制度の拡充・失業者の生活保護（６人）

⑦最低賃金引き上げ・均等待遇の実現（５人）雇用の安定、

雇用によならない働き方の無制限な拡大反対（５人）

私たちの生活と要求 全日本教職員組合(全教)・教組共闘連
絡会のアンケートより 杉並支部まとめ

10～11月、秋季年末闘争と結んで、教職員の生活実態や賃金要求、制度・政策への関心等を把握するために行われたものです。
全労連・国民春闘共闘の要求に反映されます。杉並支部に寄せられた２４名分をまとめました。ぜひ議論の参考にしてください。

元のページに戻すには パソコン画面上部の ← をクリックします。


